




















1)妊娠・分娩・産褥期における母体への薬剤投与の実態調査 

 各種薬剤の児に及ぼす影響を明らかにするために,先ず妊娠・分娩・産褥期における母体

への薬剤投与の実態を調査した。 

2)糖尿病妊婦の奇形発生状況の実態調査 

 i)昭和 56年から昭和 60 年の 5年間について,当班研究参加機関の糖尿病妊婦の奇形発生

状況を調査した。調査の回答のあった機関は 27 機関であり,アンケート回収率は

84%(27/32)であった。27 施設の妊娠 24 週以降の総分娩数は 78,535 例であり,うち糖尿病

妊婦分娩数は 512 例(0.65%)であった。 

3)妊娠中毒症の薬物療法と胎児への影響 

 妊娠中毒症(中毒症)は,全妊婦の 10％以上に発症し,今日も産科臨床に占める意義は非

常に大きなものがある。特に重症例(全中毒症例の 10％)においては,胎児の発育や成熟に

重大な影響を及ぼす事が知られている。幸い中毒症が好発するのは妊娠後半期(特に妊娠

28 週以降の末期)であり,従って胎児に関しては外表大奇形などをみる事は少なく,むしろ

胎盤機能不全や早産などによる影響すなわち子宮内発育不全(IUGR),子宮内胎児死亡

(IUFD),未熟児や SFD 児の出生が主たるものである。 

4)分娩時麻酔の現状調査 

 i)目的 

 分娩時に鎮静・鎮痛・麻酔のために各種薬物が用いられているが,本邦および先進欧米諸

国での現状を調査することを目的とした。 


